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第６４回平成２７年５月与謝野町議会臨時会会議録（第１号） 

 

招集年月日 平成２７年５月２２日 

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後０時１９分 閉会 

招集の場所 与謝野町議会会議場 

 

１．出席議員 

       １番  髙 岡 伸 明       ９番  宮 﨑 有 平 

       ２番  和 田 裕 之      １０番  塩 見   晋 

       ３番  小 牧 義 昭      １１番  河 邉 新太郎 

       ４番  渡  貫 治      １２番  有 吉   正 

       ５番  安 達 種 雄      １３番  家 城   功 

       ６番  江 原 英 樹      １４番   簱   毅 

       ７番  伊 藤 幸 男      １５番  多 田 正 成 

       ８番   田 史 郎      １６番   田 博 文 

 

２．欠席議員（なし） 

 

３．職務のため議場に出席した者 

      議会事務局長    奥野  稔    書    記    土田 安子 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者 

      町    長    山添 藤真    代表監査委員    足立 正人 

      副 町 長    和田  茂    教 育 長    塩見 定生 

      企画財政課長    植田 弘志 

      総 務 課 長    浪江  学    商工観光課長    小室 光秀 

      岩滝地域振興課長    小池 大介    農 林 課 長    井上 雅之 

      野田川地域振興課長    坪倉 正明    教育推進課長    長島 栄作 

      加悦地域振興課長    森岡 克成    教 育 次 長    小池 信助 

      税 務 課 長    秋山  誠    下水道課長    西村 良久 

      住民環境課長    朝倉  進    保 健 課 長    前田 昌一 

      会 計 室 長    飯澤嘉代子    福 祉 課 長    浪江 昭人 

      建 設 課 長    西原 正樹    水 道 課 長    吉田 達雄 
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５．議事日程 

  日程第 １          会議録署名議員の指名 

  日程第 ２          会期の決定について 

  日程第 ３          議員派遣の件 

  日程第 ４ 議案第 ４７号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （与謝野町財産区管理委員の選任について） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第 ５ 議案第 ４８号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （与謝野町税条例等の一部改正について） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第 ６ 議案第 ４９号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （半島振興対策実施地域における与謝野町税条例の特例に 

                  関する条例の一部改正について） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第 ７ 議案第 ５０号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （与謝野町介護保険条例の一部改正について） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第 ８ 議案第 ５１号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （与謝野町国民健康保険税条例の一部改正について） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第 ９ 議案第 ５２号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （平成２６年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第１０ 議案第 ５３号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （平成２６年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算（第４号）） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第１１ 議案第 ５４号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （平成２６年度与謝野町下水道特別会計補正予算（第３号）） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第１２ 議案第 ５５号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （平成２６年度与謝野町介護保険特別会計補正予算（第５号）） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第１３ 議案第 ５６号  専決処分の承認を求めることについて 

                 （平成２６年度与謝野町国民健康保険特別会計補正 

                  予算（第５号）） 

                                    （提案理由説明～表決） 

  日程第１４ 議案第 ５７号  与謝野町立加悦中学校改築工事請負契約の変更について 

                                    （提案理由説明～表決） 



－3－ 

６．議事の経過 

（開会 午前 ９時３０分） 

議  長（田博文） 皆さん、おはようございます。 

定刻の９時３０分になりました。本日は、臨時会ということで、よろしくお願いを申し上げた

いというふうに思います。 

ただいまの出席議員は１６人であります。 

定足数に達しておりますので、これより第６４回平成２７年５月臨時会を開会し、本日の会議

を開きます。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。 

お手元に配付しておりますように、本臨時会に提出されております議案は、議案第４７号ほか

１０件であります。以上、１１件を上程します。 

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、２番和田裕之議員、３番小牧義昭議員

を指名します。 

以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをします。 

次に、日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（田博文） ご異議なしと認めます。 

よって、本臨時会の会期は本日１日限りと決定しました。 

次に、日程第３ 議員派遣の件を議題とします。 

議員派遣の件については、お手元に配付しましたとおり派遣しましたので、ご報告します。 

次に、日程第４ 議案第４７号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町財産区管理

委員の選任について）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） 皆様、おはようございます。 

それでは、５月臨時会ということで上程をさせていただきます議案について、ご説明をしてい

きたいというように思います。 

まず、議案第４７号におきまして、与謝野町財産区管理委員の選任について、提案理由のご説

明を申し上げたいと思います。 

各財産区管理委員については、与謝野町財産区管理会条例第３条の規定に基づき当該財産区の

区長から推薦されたものについて、議会の同意を得て選任をしていますが、三河内財産区及び下

山田財産区において、平成２７年３月３１日付で前任者が任期満了に伴い退任をし、平成２７年

４月１日付で当該財産区の区長から推薦をされたものを三河内財産区管理委員及び下山田財産区

管理委員として選任をし、平成２７年４月１日付で専決処分させていただいたものでございます。 

各氏とも人格高潔、そして、最適任者としてふさわしいと私どもは考えておりまして、議会の
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同意をいただきたいというように思います。よろしくご審議をいただき、ご承認いただきますよ

う、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第４７号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第４７号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町財産区管理委員の選

任について）は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第５ 議案第４８号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町税条例等の

一部改正について）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、引き続きまして議案第４８号 与謝野町税条例等の一部を改正する条

例につきまして、専決処分を報告し、承認を求めることについて、提案理由のご説明を申し上げ

ます。 

地方税法の一部を改正する法律が、平成２７年３月３１日に公布、平成２７年４月１日から施

行されことに伴い与謝野町税条例等の一部改正を即日実施する必要があり、地方自治法第

１７９条第１項の規定により専決処分を行いましたので、同条第３項の規定に基づき議会に報告

をし、承認を求めるものでございます。 

改正内容につきましては、担当課長に説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、ご承

認をいただきますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） 皆さん、おはようございます。 

それでは、議案第４８号 与謝野町税条例等の一部を改正する条例につきまして、改正内容の

詳細につきまして、ご説明を申し上げたいと思います。 

今回の地方税法の一部改正によりまして、徴収の猶予、換価の猶予等につきまして条例委任事

項が設けられたことに伴う改正、また、番号法改正に伴う改正、それから、ふるさと納税の申告

特例、それから、固定資産税の特例措置の延長、また、軽自動車税のグリーン化特例の新設、さ

らに、たばこ税の税率の特例税率の廃止、また、軽自動車税のうち二輪車等の税率変更の適用開

始時期の延長などが改正されました。しかしながら、このうち徴収の猶予、換価の猶予等につき
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まして、条例委任事項が設けられたことに伴う改正と、もう一つ、たばこ税の税率の特例税率の

廃止等につきましては、地方税法の施行日が平成２８年になりますので、そういったものなどに

つきましては、今後、議会において十分議論いただくべき案件でございますので、今回の専決処

分から除外しまして、年内の定例会に改めて提案し、ご審議いただくこととしております。 

それでは、税条例の一部改正の中身について、ご説明を申し上げます。説明のほうは、議案資

料の３４ページをお開き願います。まず、今回の改正につきましては、第１条による改正と第

２条による改正と二つの改正に区分をしております。これは本年度の税条例の改正につきまして

は、第１条としまして、それから、もう一つは昨年６月議会でご承認いただきました税条例の一

部を改正する条例の改正につきましては２条というように区分けをしております。 

それでは、本年度の税条例の改正につきまして、順を追って説明をいたしたいと思います。そ

れでは、また、別の資料ですけれども、議案資料の２ページ、新旧対照表をごらん願いたいと思

います。 

まず、第２条のほうは定義に係る規定でございます。平成２５年に交付されました行政手続に

おける特定な個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法の改正に伴い所

要の改正を行うものでございます。内容としましては、法人が徴収金を納付及び納入する際にご

使用いただく納付書及び納入書に新たに法人番号を記載することとなる改正でございます。 

次に、３ページをごらんください。３ページの第３１条でございます。これは法人町民税の均

等割の規定でございます。地方税法の改正によりまして現行の税率区分である資本金等の額に無

償増減資等の金額を加減算する措置を講ずるとともに、当該資本金等の金額が資本準備金を加え

た額を下回る場合は、当該額を均等割の税率区分の基準とすることになりましたので、所要の改

正を行うものでございます。 

次に、５ページをごらんください。第３６条の２は、町民税の申告の規定でございます。先ほ

ど２条でもございましたが、これも番号法の改正に伴い法人町民税の申告に法人番号をつけて申

告することとなりましたので、所要の改正を行うものでございます。 

次のページの６ページをごらんください。第４８条は法人町民税の申告納付の規定、続く、次

の７ページにわたりますけれども、第５０条につきましては法人町民税に係る不足税額の納付の

手続の規定でございますが、いずれも法人税法改正に伴う所要の改正を行うものでございます。 

次の第５１条でございます。これは町民税の減免申請を行う際の個人番号、または法人番号等

の規定を整備するため所要の改正を行うものでございます。 

次に、８ページをごらんください。第５７条でございます。及び、次の９ページの第５９条、

これは、いずれも地方税法の改正に伴う所要の改正でございます。 

次に、第６３条の２から、ちょっと飛びますけども１４ページまでの第１３９条の３までは、

各種税目に係る申請等を行う際の個人番号、または法人番号の規定を整備するため所要の改正を

行うものでございます。 

次の１５ページをごらんください。附則第７条の３の２は個人町民税の住宅借入金等特別税額

控除の規定でございます。ご承知のように消費税率１０％の引き上げ時期が当初より１年６カ月

延長されることを踏まえ、同控除の対象期限を１年６カ月延長する地方税法の改正に合わせて所

要の改正を行うものでございます。 
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次の１６ページをごらんください。附則の第９条は個人町民税の寄附金控除に係る申告の特例

の規定でございます。ふるさと納税をされた方が所得税及び町民税の寄附金控除を受けていただ

くためには、確定申告を必要とする現在の申告手続について当分の間の措置として確定申告が不

要な給与所得者等が寄附を行う場合は、その手続を行わなくても控除を受けられる。いわゆるふ

るさと納税ワンストップ特例制度の創設に係る法律改正に合わせて新設するものでございます。 

次に、１７ページをごらんください。附則第１０条の２は固定資産税のわがまち特例に係る規

定でございます。これも地方税法の改正により項ずれが生じますので所要の改正を行うものでご

ざいます。 

次に、附則第１０条の３は、固定資産税の減額に係る規定でございます。これも個人番号、ま

たは法人番号等の規定を整備するため所要の改正を行うものでございます。 

次に、２１ページをごらんください。附則第１１条から４ページほど飛びまして２５ページの

第１３条までは、これは固定資産税の特例に係る規定でございます。地方税法において現行の仕

組みが３年間延長されたことを踏まえ、所要の改正を行うものでございます。 

次に、２５ページをごらんください。附則第１５条は特別土地保有税の特例の規定でございま

す。これも地方税法において現行の仕組みが３年間延長されたことを踏まえ所要の改正を行うも

のでございます。 

次に、２６ページをごらんください。附則第１６条は軽自動車税の税率特例の規定の新設でご

ざいます。概要といたしましては、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに最初の

新規車検を受けた、いわゆる新車です。軽四輪等で排出ガス性能及び燃費性のすぐれた、いわゆ

る環境負荷の小さいものについては、平成２８年度分の軽自動車税の税率を軽減する特例措置、

いわゆるグリーン化特例を地方税法の改正に合わせて新設を行うものでございます。 

次に、２８ページをごらんください。附則第２２条は東日本大震災に係る固定資産税の特例の

規定でございます。これも個人番号、または法人番号等の規定を整備するため所要の改正を行う

ものでございます。 

次に、３０ページをごらんください。これは第２条による改正に移ります。これは冒頭でもご

説明いたしましたように、昨年６月の定例会でご承認いただきました税条例の一部を改正する条

例の一部をさらに改正するものでございます。概要といたしましては、平成２７年度以後の軽自

動車税について適用することとされておりました原動機付自転車、それから、ミニカー、小型特

殊自動車、雪上走行車及び二輪車にかかる税率について適用開始時期が１年間延長されことに伴

う措置とグリーン化特例が新設されることに伴い所要の改正を行うものでございます。 

以上が、ざっとした説明でございますが、特にわかりにくい部分であります軽自動車税の改正

につきまして、本日、配付をさせていただきましたＡ４、１枚もん、横もんですけども、軽自動

車税の税率改正概要という表をごらんいただきたいと思います。 

先ほども説明させていただきましたのを、ちょっとまとめさせて、一覧表にさせていただいた

ものです。昨年度改正の部分、それから、今年度の税制改正の部分というように分けて記載をし

ております。各車種別に表をつくっております。まず、左のほうですが、現行というのが、今現

在、平成２７年度課税しています、それぞれの車種ごとの税率でございます。それから、その右

です。税率引き上げと網掛けになっております原付二輪等につきまして、既存の車両全てについ
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て来年度、平成２８年度から税率をおおむね５０％引き上げるというものです。ただし、最低で

も２，０００円は課税するという内容でございます。これは昨年度、平成２６年度の税制改正で

既に決まっておって、本来なら、今年度から引き上げの予定でしたが、今年度の税法改正により

まして１年間延長し、来年度から課税することとなったものです。 

それから、その横の同じく税率引き上げ、３輪・４輪というふうに書いております。これは、

これも昨年度の税制改正で決まったことでございますが、平成２７年４月１日以降、新車新規登

録車両のみが対象になりますけども、平成２８年度、来年度からの課税になります税率を、今の

税率よりもおおむね２５％引き上げということの改正でございます。 

その横のグリーン化特例といいますのが、今年度の地方税法の改正による改正の内容でござい

ます。これもことしの４月１日から１年間、来年の３月３１日までに新車で新規登録された車の

みが対象となって、来年度からの課税になります。これは下のほうにも書いてありますけども、

一定の、いわゆる排出ガス基準、それから、燃費基準をクリアしたものということで、その割合

に応じて、本来の税率よりも７５％軽減したり、５０％軽減、２５％軽減というふうなことをし

ております。ちなみに電気自動車でありますとかは７５％の軽減ということになっております。 

最後に、一番右の経年重課というのがあります。これは昨年度の税制改正で改正をしたもので

すが、これは今の既存の車両につきまして新車登録から１３年経過した車両が対象としまして、

来年度からですね、重課税率ということで標準税率の２０％プラス高い税率を課税させていただ

くということになります。ただし、電気自動車とか、天然ガス軽自動車は除くということになっ

ております。これによりまして、例えば、この表の下から５段目ぐらいの、一番、いつも台数が

多い車ですけども、軽四輪乗用、自家用というのがありますが、現在７，２００円の税率でござ

いますけども、ことしの４月１日以降に新しく買われた車については１万８００円という形で、

約５０％の引き上げということになります。 

ただし、その横のグリーン化特例に適合する車につきましては、それぞれ７５％軽減の最初で

あれば２，７００円、５０％軽減であれば５，５００円、２５％軽減であれば８，１００円がか

かってくるということでございます。今、既存の四輪自家用が１３年経過しておる車につきまし

ては、来年度から、その金額が１万２，９００円というように上がるというような内容でござい

ます。ちょっとわかりにくい説明だったと思いますけども、以上で説明のほうを終わりたいと思

います。以上、簡単に申し上げましたけどもご審議いただき、ご承認賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは、税条例にかかわって１、２点、質問をしたいと思っております。 

まず、ふるさと納税の関係で、いわゆるワンストップ特例ですね、これが創設をされたという

ことなんですが、この関連も含めてですね、もう少しちょっと手続等について教えていただけま

せんか。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） ふるさと納税のワンストップ制度の概要でございます。従来は寄附金をされた場
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合は、その領収書等を添付して確定申告を必ず行わなくては寄附金控除の適用は受けられなかっ

たというものでございます。今回の改正につきましては、今までどおり確定申告を行う方につき

ましては、同じようになるわけですけども、本来、我々サラリーマンのように確定申告を行わな

くてもいい、会社のほうで源泉徴収し、しかも、それで年末調整していただくという、本来、特

にほかの医療費控除とか、いろんなことで確定申告を行わない。もうそれで全て完結していると

いう方が対象でございますけども、その場合は、いわゆる寄附先の市町村に寄附をします。そう

すると、その寄附先の市町村から、その方の住所地の市町村のほうに通知をするということにな

ります。その通知をすることによって、住所地の市町村のほうでは所得税分、それから住民税分

を合わせて本人さんの課税額から差し引くということでございます。 

ただ、寄附先が５団体までというふうに限られております。６団体以上になりますと、これは

確定申告によって寄附金控除を受けてもらうということになります。この改正につきましては、

ことしの４月１日以降に寄附されたものが対象になるということでございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは、このふるさと納税に関連して、いわゆる特例控除額がですね、拡充さ

れましたね、そこのところを課長、もう少しお願いしたいですけれども。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） すみません。今回の改正につきましては、そのワンストップ特例制度のことのみ

の改正でございましたので、特に申し上げませんでしたが、今回の地方税法といいますか、税法

の改正につきましては、もう一つありまして、今、簱議員からご紹介のありましたように、特

例控除の限度額を個人住民税の今、所得割の、現行１割でございますけども、それを２割に引き

上げるということで、これは平成２８年度分、来年度分の個人住民税について適用するというこ

とでございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それともう１点は、これ軽自動車の関係でね、今年度の予算を見てみますと

６，３６０万円というのが見られておりまして、前年度から見ますと１１０万円ほどふえている

ということなんですが、今の改正で、大体こういう格好にひっつくと、こういうことなんでしょ

うか、税収そのものが、これで軽自動車税が。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） お尋ねは、この改正と現在の平成２７年度の予算の関係でございます。これにつ

きましては、予算要求の段階で原付の引き上げにつきましては、もう既に承知しておりましたの

で、要求後に、それは今の引き上げる予定の税率の分は引き下げさせていただきまして、現行ど

おりいくということで、変わりはございません。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは、もう１点だけですね、法人町民税につきまして、いわゆる地方法人課

税につきまして、地域間の偏在を是正をするということで国のほうで、いろんなことが示されて

きたわけですが、この関係では、平成２７年度、平成２８年度では、どういうふうな影響に、私

とこはなるというふうに理解したらいいんでしたかいな。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 
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税務課長（秋山 誠） 法人町民税の関係でございますけれども、まだ、今の時点ではっきりした数字は

つかんでおりません。ただ、法人税、法人事業税も含めて、今、法人課税が税率引き下げの動き

でございます。そういった中で法人町民税につきましても、だんだん下がってきているという中

ではございますけれども、法人の決算の関係もございますので、その時期は、もう少し先になろ

うかと思いますので、まだ、今の段階で、どういう傾向かということは、ちょっとまだ、読めて

おらないという状況でございます。 

１ ４ 番（簱 毅） 終わります。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは、今、法人税や、いろいろなふるさと納税にかかる質問がありましたが、

私はちょっと絞って、いわゆる大変、今回の議案は非常に多くて、非常に解説、説明も非常に丁

寧にしてもらったんですけども、わかりにくい点もありました。ともかく私、本日、配られた軽

自動車税を中心に質問をしたいと思っています。わかりやすく言いますと、一つは町税がですね、

このことによる変化で町税見通しは、どういう状況になるのか、試算されていたら、教えていた

だきたいと、税収、軽自動車の。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） お尋ねの軽自動車税の改正に伴う税収の関係でございます。今年度は特に変わり

はございませんけれども、来年度以降の話でございます。バイク、要するに原付自転車につきま

しては来年度からおおむね５０％引き上げということで、これは昨年の税率改正もありましたの

で、そのときにある程度、試算はしております。 

今回、４月１日現在の軽自動車の台数から想定しますと、約２６０万円ぐらい、そのことによ

る税収増というふうになろうかというように思います。ただ、その他の引き上げでございます。

来年度から新車登録の四輪車、軽自動車ですね、軽三輪、軽四輪につきましては、今現在、新規

で登録されている車はありますけれども、実際の課税は来年度からでございます。そして、この

グリーン化特例とかいうようなことで、排出ガス基準ですとか、燃費基準というのが、今うちの

ほうにデータがございません。登録、廃車のデータはございますけれども、そういったデータが

今ありませんので、今年度中に、これは全国一律でございますけども、そういうデータを検査協

会等からいただき、いろんな今後の課税に反映していきたいというところから、実際、登録車は

あるんですけれども、それがどういった適用になるのか、どの税率に適用になるのかというよう

なことが、まだ、見えておりません。 

それから、１３年以上経過したものにつきましても、今度は重課になるわけですけれども、そ

れぞれの車が、いつ新車登録されたのかという情報もございません。それも今年度いただく予定

をしております。それによって、この車は何年経過したということがわかりますので、その時点

で初めて、どれだけ上がるのかということが、来年度の予算編成時点では、大体わかってくるの

かなというふうに思っています。 

議  長（田博文） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今、最後の答弁の中で、経年重課でいいんですかね、その分が、例えば、今の表

で見ますと、かなり上げ幅が激しいわけですね。これでの住民感情といいますか、非常に多いな
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というのが印象としてあるんですけれども、その点での町側として、法だからということなんで

すけども、どうなんでしょうね、非常に大きいと思うんですけども。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） 重課によるおおむね２０％の引き上げということでございます。これは確かに件

数もかなり出てくるのかなというふうに思いますし、引き上がるということに対しましては納税

者の方は大変重いということにはなります。しかしながら、これ以上に、いわゆる、この地球環

境ということ、それから、地球環境に配慮するというようなことが今、重要視されている中で、

しかも普通車、自動車税につきましては、既に、もうそういったことをやろうとしています。そ

ういった中で、これもやむを得んかなということで思っております。大変個人的には、いろいろ

と経費もかかるとは思いますけれども、今後、新しい車に、なかなか更新も難しいと思いますけ

ども、そういったときは、なるべくそういった排ガス基準をクリアしたもの、それから燃費基準

のいいものを買っていただくことによって、地球環境に及ぼす影響を少なくしていくという観点

から、これはご理解いただきたいというふうに思っております。 

議  長（田博文） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今の答弁でなくて、その前の答弁の中で、原付を中心にした、いわゆる税収が

２６０万円ほどになると、想定ではということですが、これは対象者数としては、対象件数では

幾らぐらいあるんですか。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） 原付の台数でございます。まだ、はっきりした、変動がありますので、しっかり

した数字は、ちょっと申し上げれませんけど、丸こい数字で申し上げますと、大体２，０００台

少しということになります。 

７  番（伊藤幸男） 終わります。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第４８号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第４８号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町税条例等の一部改正

について）は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第６ 議案第４９号 専決処分の承認を求めることについて（半島振興対策実施地

域における与謝野町税条例の特例に関する条例の一部改正について）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 
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山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第４９号 半島振興対策実施地域における与謝野町税条例の特例

に関する条例の一部を改正する条例につきまして、専決処分を報告し、承認を求めることについ

て、提案理由をご説明申し上げます。 

半島振興法の一部を改正する法律が、平成２７年３月３１日に交付、平成２７年４月１日から

施行されたことに伴いまして、半島振興対策実施地域における与謝野町税条例の特例に関する条

例の一部改正を即日実施する必要があり、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分を

行いました。 

同条第３項の規定に基づき議会に報告をし、承認を求めるものでございます。改正内容につき

ましては、担当課長に説明をさせますので、よろしくご審議をいただきまして、ご承認をいただ

きますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） 秋山税務課長。 

税務課長（秋山 誠） それでは、半島振興対策実施地域における与謝野町税条例の特例に関する条例の

一部を改正する条例につきまして、改正内容をご説明申し上げます。 

それでは、お手元のほうに配付をさせていただいております報告資料の新旧対照表及び、その

次のページにあります改正後の半島振興法第１７条、抜粋でございますが、それに基づきまして、

ご説明申し上げますので、その資料をごらん願いたいと思います。 

ご承知のとおり、本町の区域は半島振興法の規定により、半島振興対策実施地域として指定を

されております。一定の条件のもとに製造の事業、または下宿営業を除く旅館業の用に供する設

備を新設、または増設した場合に、その固定資産税につき３年間、通常の税率より低い税率を適

用できることとなっており、その対象となる固定資産が租税特別措置法で規定されているところ

でございます。 

今回、半島振興法の一部を改正する法律が、平成２７年３月３１日に公布され、公布日、また

は同年４月１日から施行されたことに伴い、与謝野町の半島振興対策実施地域における与謝野町

税条例の特例に関する条例の一部を改正するものでございます。 

改正の内容は２点でございます。１点目は、対象となる業種について、従前は製造の事業、ま

たは下宿営業を除く旅館業とされていたところですが、改正後の半島振興法においては、新たに

農林水産等販売業及び情報サービス業等が対象に追加をされましたので、本町におきましても同

業種を追加する改正を行うものでございます。 

２点目は、この特例の適用期限が本年、平成２７年３月３１日で切れるということに伴い、さ

らに２年間延長し適用期限を平成２９年３月３１日とするものでございます。 

以上、簡単にご説明申し上げましたが、ご審議いただき、ご承認賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 
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討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第４９号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第４９号 専決処分の承認を求めることについて（半島振興対策実施地域におけ

る与謝野町税条例の特例に関する条例の一部改正について）は、原案のとおり承認することに決

定しました。 

次に、日程第７ 議案第５０号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町介護保険条

例の一部改正について）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５０号 与謝野町介護保険条例の一部を改正する条例について、

専決処分を報告をし、承認を求めることについて、提案の理由を説明をいたします。 

介護保険法施行令の一部を改正する省令が平成２７年４月１０日に公布、施行されたことに伴

い、与謝野町介護保険条例の一部改正を即日実施する必要があり、地方自治法第１７９条第１項

の規定により専決処分を行いましたので、同条第３項の規定に基づき、議会に報告をし、承認を

求めるものでございます。改正の内容につきましては、担当課長に説明をさせますので、よろし

くご審議をいただき、ご承認をいただきますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） 浪江福祉課長。 

福祉課長（浪江昭人） それでは、議案第５０号 与謝野町介護保険条例の一部改正につきまして、ご説

明を申し上げます。 

先ほどの提案説明のとおり、介護保険法施行令の一部を改正する省令が、ことし４月１０日付

で公布され、第１号被保険者のうち介護保険料の所得段階が第一段階に該当するものについて、

基準額に乗ずる割合を０．５から０．０５を超えない範囲で減じて得た割合とすることと定めら

れたことによりまして、与謝野町介護保険条例の一部を改正したものでございます。 

第一段階に該当する方につきましては、生活保護受給者、住民税非課税世帯に属する老齢福祉

年金受給者、年金収入等が８０万円以下の方が対象となります。３月定例議会で承認いただいた

条例改正では、この第一段階は基準額に乗じる割合を０．５としておりましたが、今回の改正で

０．４５とすることといたしました。これによりまして、第一段階の保険料年額は改正前の年額

３万５，１００円から３万１，６００円となり３，５００円減額されることとなります。 

第一段階の対象者は、約１，５００人程度見込んでおりますので、総額で５２０万円程度の減

額となる見込みでございます。この減額分につきましては２分の１を国が、４分の１を京都府が

負担し、残りの４分の１を町の一般会計から負担することとなります。 

以上、簡単でございますが、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議いただき、ご承認

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５０号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５０号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町介護保険条例の一部

改正について）は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第８ 議案第５１号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町国民健康保

険税条例の一部改正について）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５１号 与謝野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて専決処分を報告し、承認を求めることについて提案説明をいたします。 

地方税法等の一部を改正する法律が、平成２７年３月３１日に公布、同４月１日施行されたこ

とに伴い与謝野町国民健康保険税条例の一部改正を即日実施する必要があり、地方自治法第

１７９条第１項の規定により専決処分を行いました。同条第３項の規定に基づき議会に報告をし、

承認を求めるものでございます。改正の内容につきましては、担当課長から説明をさせますので、

よろしくご審議をいただき、ご承認をいただきたいというように思います。 

議  長（田博文） 前田保健課長。 

保健課長（前田昌一） 議案第５１号 与謝野町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分につきまして、

ご説明申し上げます。 

今回の条例改正は、地方税法等の一部を改正する法律が、平成２７年３月３１日公布、同４月

１日施行されましたが、国民健康保険税の賦課期日は４月１日でありますので、本町の国民健康

保険税条例につきましても、これに準じて改正する必要が生じました。しかしながら、議会を招

集させていただく時間的余裕がなく、やむを得ず専決処分をさせていただいたものでございます。 

議案資料の４１ページをお開きいただき、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。また、

資料４５ページに今回の改正の要点をまとめておりますので、あわせてごらんいただきたいと思

います。条例の改正点は、賦課限度額の引き上げと低所得世帯に対する保険税の軽減措置の拡大

でございます。 

一つ目の賦課限度額の引き上げにつきましては、第２条と第２１条関係でございます。現在、

国民健康保険の賦課限度額は基礎課税額が５１万円、後期高齢者支援金等課税額が１６万円、介
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護納付金課税額が１４万円で、合計８１万円となっております。今回の条例改正は、この国民健

康保険税の賦課限度額のうち基礎課税額５１万円を１万円引き上げ５２万円に、後期高齢者支援

金等課税額１６万円を１万円引き上げ１７万円に、介護納付金課税額１４万円を２万円引き上げ

１６万円とし、合計８５万円とするものでございます。 

二つ目の改正点は、低所得世帯に対する国民健康保険の軽減措置であり、第２１条関係でござ

います。これは被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定基準について、５割軽

減の基準については、被保険者数に乗ずる金額を従来の２４万５，０００円から２６万円に、

２割軽減の基準については、被保険者数に乗ずる金額を従来の４５万円から４７万円とするもの

で、今回の改正により低所得世帯における国保税の軽減措置が該当しやすくなるものでございま

す。 

以上、簡単でございますが、提案説明とさせていただきます。十分ご審議いただきまして、ご

承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは、国民健康保険税の関係につきまして、１、２点、質問したいと思って

おりますが、まず、今回、８１万円から８５万円になるということで、世帯当たりの平均の税額

は幾らになっておりますか。 

議  長（田博文） 前田保健課長。 

保健課長（前田昌一） お答えします。まだ、賦課前でして、昨年度と比べまして世帯数、被保数、所得

状況も変更になっておりまして、実際のところ計算ができておりませんので、平均につきまして

は出せておりません。申しわけございません。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） 今、課長、先ほどの説明を聞いておりますと、平成２６年度までの場合は、いわ

ゆる３人の世帯で考えますと１０６万５，０００円というのが軽減基準に該当したと思っておる

んですが、今年度、これでいきますと１１１万円が該当するというふうに思っておるんですが、

そういう理解でよろしいでしょうか。 

議  長（田博文） 暫時休憩します。 

（休憩 午前１０時２６分） 

（再開 午前１０時２７分） 

議  長（田博文） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

前田保健課長。 

保健課長（前田昌一） お答えします。５割軽減につきましては、三人世帯であれば所得が１１８万円以

下、２割軽減につきましては所得が、三人世帯であれば、所得が１７４万円で該当するというこ

とでございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） 課長、全国知事会の資料を見てみますと２０１８年に、これ府県に移管するとい

うことになっておるわけですが、大体こういう格好、その市町村の状況といいますか、それぞれ
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市町村の状況によると思っておりますけれども、これまた、この後、残された何年間にですね、

こういう格好でやっぱりアップをしていくことになるんでしょうか。かなり国保税が重たい。し

かも、これまでにも議論が出ましたけども、いわゆる滞納分のですね、非常に徴収が厳しいとい

うことで、いろいろ問題になっておるというふうに思っているんですが、このままいくとね、こ

の辺が限界ではないかなと思っておるんですが、その辺は課長、どうでしょう、８５万円。 

議  長（田博文） 前田保健課長。 

保健課長（前田昌一） お答えします。今回の改正の一つ目の賦課限度額につきましては、アップしてお

りますので、私としては、今おっしゃられたように、もうそろそろ限界ではないかと、いかに高

額所得者の方とはいえ、上限を上げていくということは大変なことでないかなとは思っておりま

す。 

それから、もう１点の軽減世帯の基準のほうにつきましては、これは軽減が受けやすくなる、

納税者の方にとっては、よいほうの改正なんで、今後とも、これは拡充を、国のほうで考えてい

ただけるとありがたいなというふうには思っております。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは課長、最後に、もう１点だけですね、当然、国保の運営協議会に、これ

を付されておると思うんですけどね。この委員会、運営協議会の中では、今回の値上げについて

は、どういう意見があったでしょうか。そこだけ聞かせてください。 

議  長（田博文） 前田保健課長。 

保健課長（前田昌一） お答えします。運営協議会につきましては、２月にしておりまして、まだ、法案

が、国のほうを通ってません状態でしたが、一応、こういう情報はありますということで、委員

さんのほうにはお示しはさせていただきましたが、特段、ご意見はございませんでした。 

１ ４ 番（簱 毅） はい、終わります。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５１号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５１号 専決処分の承認を求めることについて（与謝野町国民健康保険税条例

の一部改正について）は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第９ 議案第５２号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝野

町一般会計補正予算（第７号））を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 
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山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５２号の平成２６年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）に

ついて、ご説明を申し上げます。 

この補正は、３月３１日付で専決処分をいたしたものでございます。今回の補正は４億

８，０３２万８，０００円を減額をし、総額を１１６億５，９０８万１，０００円といたしてお

ります。最初に全科目共通ですが、おのおのの事務事業の実績見込みなどから不用となります経

費について、専決処分に関する一定の方針に基づき減額をさせていただいております。 

それでは、まず、歳出から主なものにつきまして、ご説明をいたします。２４、２５ページを

お開き願います。第２款総務費、第１項総務管理費、第１２目有線テレビ管理費では、情報連絡

施設基金積立金で、有線テレビ放送等施設基金積立金を１，３００万円追加しております。これ

は有線テレビやインターネットの使用料収入と同施設の人件費を含みます管理運営経費との収支

見込みが黒字となることから、今後、必要となります設備の更新経費の財源として基金積み立て

を行うというものでございまして、単年度収支見込みから積み立てを行うものでございます。 

次に、第３款民生費、第１項社会福祉費、第１目社会福祉総務費、国民健康保険特別会計繰出

金では、第２８節繰出金を事業勘定及び直診勘定の収支見込みから総額１，１８３万

５，０００円を減額をしております。 

次のページにかけての社会福祉総務費一般経費では、第２８節繰出金を介護保険特別会計の収

支見込みから３６２万５，０００円を減額をいたしております。第２目障害福祉費は、各障害者

福祉事業の実績から減額をし、総額で１，２９０万円を減額をいたしております。 

次に、３２、３３ページをお開き願います。第７款商工費、第２目商工業振興費、消費刺激・

生活支援事業では、第１９節負補交、商工会特別事業補助金を１，１００万円減額いたしており

ます。これは国から交付をされます地域消費喚起生活支援型交付金を、当初は与謝野振興商品券

事業に全額充当する予定としておりましたが、総事業費と財源内訳がかたまったこと、京都府か

ら平成２７年度の府と市町村の協調事業であります第三子以降保育料無償化事業の市町村負担分

の財源として、本交付金を活用できるとの情報提供がありましたので、予算の組みかえを平成

２７年６月補正予算で実施をするため、今回、減額をするものでございます。 

次のページにかけての第４目観光費、海の京都美心与謝野事業では、各種事業実績から総額

１，０３３万３，０００円を減額をしております。 

次に、３６、３７ページの第８款土木費、第５項都市計画費、第２目公共下水道費では、公共

下水道費、一般経費で第２８節繰出金の下水道特別会計繰出金を特別会計の収支見込みから

３８０万円減額をいたしております。 

３８、３９ページをお開き願います。第１０款教育費、第３項中学校費、第１目学校管理費、

中学校施設整備事業では、加悦中学校の改築工事の工事着工のおくれから年度内工事実績が当初

の見込みから大きく減少したことにより、総額４億４６万６，０００円を減額をいたしておりま

す。 

次のページ、第５項社会教育費、第２目公民館費、公民館整備事業では、明石地区公民館建設

工事費を工事実績から７２０万円減額をいたしております。第１４款予備費は４８８万

８，０００円を減額し調整いたしております。以上が、歳出でございます。 
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続きまして、歳入についてご説明を申し上げます。１４、１５ページをお開き願います。第

１款町税は第１項町民税から第４項町たばこ税まで、それぞれ決算見込みから町税総額で

８６０万円を追加をしております。第２款地方譲与税から、次のページにかけての第１０款交通

安全対策特別交付金は、交付決定により追加、あるいは減額をいたしております。その中でも第

９款地方交付税は、特別交付税を交付決定により２億１，１０７万４，０００円追加いたしてお

ります。次に、第１３款国庫支出金から第１４款府支出金は、いずれも歳出でご説明をいたしま

した各事業の実績により交付決定がありましたので、追加、あるいは減額をし整理をしておりま

す。なお、国庫補助金の中で第１目総務費、国庫補助金、地域消費喚起、生活支援型交付金は、

歳出でもご説明をいたしましたように、京都府の保育料等の第三子以降、保育料無償化事業の町

負担分に対して、本交付金を充当することができることから、今回１，１００万円を減額し、平

成２７年６月補正予算で再計上する予定といたしております。また、府補助金の中には京都府未

来づくり交付金の交付決定があったことから、各種対象事業に充当することとし、未来戦略一括

交付金及び町行政改革支援等特別交付金を合わせ総額で９，３３４万１，０００円を追加をいた

しております。各交付金の交付額は、未来戦略一括交付金は７，４０６万１，０００円、行財政

改革支援等特別交付金１，９２８万円となっております。 

次に、２０、２１ページの第１７款繰入金は、第１項基金繰入金、第１目財政調整基金繰入金

を３億４，３００万円減額をいたしております。これによりまして、本年度の財政調整基金から

の繰り入れはしなくてもよいことになります。第５目公共施設建設整備基金繰入金から第１９目

天橋立岩滝温泉活用基金繰入金は、各事業費の確定と京都府の未来づくり交付金の交付決定によ

り、それぞれ繰入額の調整をいたしております。 

最後に、第２０款町債は、総額で３億６，５７０万円を減額しております。既に予算計上をし

ておりましたものについて対象事業費の実績に伴うもの、また、京都府の補助金の充当等により、

それぞれ減額をするものでございます。 

なお、９ページに第３表地方債補正を計上し、同額を変更いたしております。また、８ページ

に第２表繰越明許費補正を計上し追加、あるいは変更いたしております。今回の追加では、第

８款土木費で都市公園管理運営事業を１２８万９，０００円繰り越ししております。これは阿蘇

シーサイドパーク周辺の土地の境界確定業務において、地元地区との調整に時間を要したことか

ら、年度内完了が困難となったものでございます。なお、変更の４事業につきましては、年度内

執行見込みの変更等による繰越額の補正でございます。 

以上が、平成２６年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）の概要でございます。ご審議の上、

ご承認をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

安達議員。 

５  番（安達種雄） ただいま提案理由の説明をお聞きしました中で、加悦中学校の工事のおくれが大

きな金額の減額になっております。これにつきまして、教育委員会から一定のご説明をお願いし

たいと思います。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 
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教育次長（小池信助） お答えさせていただきます。この補正のほとんどの部分を、この加悦中学校改築

工事にかかります工期というんですか、工事の着工のおくれによりまして大幅に、平成２６年度

での工事ができなかったということでございます。これはご承知のように本来でしたら、夏休み

から工事を着工する予定で準備を進めてきておったところでございますけども、入札の不調等に

よりまして、大幅に３カ月以上のおくれが起きたということで、その分、平成２６年度での工事

ができなかったということでございます。 

議  長（田博文） 安達議員。 

５  番（安達種雄） としますと、不祥事以降、いろいろと設計段階、また、業者の入札の問題等のお

くれが影響しておるというように判断したらいいわけですか。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 

教育次長（小池信助） お答えいたします。不祥事の件につきましては、一定、整理をさせていただきま

して、平成２６年度からの工事着工に向けて準備を進めてというんですか、予算化をさせていた

だきました。ところがこの不用額を出して、補正をお世話になった原因は、やはり入札不調とい

うことでございます。 

議  長（田博文） 安達議員。 

５  番（安達種雄） そうしますと、時期的に大きな影響、直接の影響とは申せませんが、東京オリン

ピックであったり、また、いろんな大きな国のプロジェクト事業がスタートしました中で、資材

の高騰、また、人材の確保等、そういったようなことで入札が手間どったという部分でしょうか。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 

教育次長（小池信助） お答えいたします。今、ご紹介のように、いろんな要素があると思いますけども、

一つには、東日本大震災の復興事業等によりまして、その工事ですとか、一番大きなものはマン

パワーというんですか、人がそっちに集中して流れていったこと、それと単価が上がっていった

というようなことで入札不調に陥ったということでございますけれども、早く原因究明に当たり

まして、その対策を講じ得れたことによりまして、３カ月程度のおくれにはなりましたけども、

ほかの自治体のことを、状況を見ますと、早く対応できたんではないかというふうに思っており

ます。 

議  長（田博文） 安達議員。 

５  番（安達種雄） そうしますと、これ金額的には４億円ですね、４億円ほどの金額になるわけです

が、我々素人目で見ますと、３カ月といいましたら１００日ぐらいのおくれで、こういったよう

な減額補正をしていかんなんということになりますと、ちょっと金額とのつり合いがちょっとと

りづらいなというように、理解しづらいなと思いますが、その辺につきまして、お聞かせいただ

く点がありましたら、お知らせいただきたいと思います。 

議  長（田博文） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） 私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。平成２６年度の予算編成

につきましては１１月ないし１２月ごろから予算を編成をさせていただいております。当初、こ

の加悦中学校につきましては、６月の議会でご承認をいただくというふうな段取りで予算を組ま

せていただいておりました。ところが、大変大きな工事でもございますので、確認申請等々に大

変長く期間がかかりまして、議員もご承知のように実施設計を繰り越しをさせていただいたとい
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うふうな案件がございまして、当初、予算編成時の我々のもくろみからは、６月ぐらいに議会承

認をもらうというふうなことから考えますと、この議会の承認をもらいましたのが大変遅い時期

でございましたので、当初踏んでおったよりも遅くなったというふうなことがございますし、ま

た、先ほど次長が申し上げましたように、入札会が流会したというふうなこともございまして、

そういったことも今回、補正をさせていただくというふうな要因になったというふうに思ってお

ります。 

議  長（田博文） 安達議員。 

５  番（安達種雄） 事情についてはおおむね了解いたしましたが、最後に、そうしますと校舎の完成

といいますか、竣工ですね、その時期も約３カ月まともにずれますのか、それが工事の方法、ま

た、業者さんの手法等によって取り戻せる余裕がありますのか、全く３カ月というものがずれ込

むのか、最後、その辺についてご報告をいただきたいと思います。 

議  長（田博文） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをいたします。今、やっております校舎の改築工事の部分につきましては、

平成２９年３月には終えたいというふうに思っております。ただ、この後に、いわゆる外構工事

と申しまして、例えば、今の既存の校舎の部分にテニスコートをつくるだとか、そういうふうな

外構工事が残ってまいりますので、それは平成２９年度になってから発注させていただこうとい

うふうに思っております。 

できましたら、我々が当初、思っておりましたように、できるだけ地元の業者を使いたいとい

うふうなことも考えておりまして、その部分について、改めて検討させていただかんなんのかな

というふうには、今の時点で考えておりまして、今、考えております３カ月おくれるというふう

なことよりも、もうちょっと時間的にかかってくるんではないかというふうに思っております。 

議  長（田博文） 安達議員。 

５  番（安達種雄） 終わります。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは、補正予算の関連で２点ほどお尋ねしたいと思ってます。３３ページの

関係で、商工観光課長にお願いをしたいと思っております。 

一つはですね、このちりめん街道の空き家データベースですね、これは今回５０万円減額にな

っておるわけですが、これで５０万円減額しますと、全く残ってないんではないかなと思ってい

るんですが、昨年の６月に初めて、このデータベースの、この予算が組まれまして、その後どう

いう状況にあるのかというところから、まず、お願いします。 

議  長（田博文） 小室商工観光課長。 

商工観光課長（小室光秀） お答えいたします。この空き家データベース調査事業の関係につきましては、

昨年度、６月補正予算でお世話になりまして、そこから展開を進めてまいりました。そういった

動きの中で、この関係につきましては従前にちりめん街道の空き家の補助金を打つ補正予算もお

世話になったところでありますが、商工会のほうから過去に、この空き家を活用する展開を進め

ていただきたいというふうなことで要請を受け、このデータベース化の補正予算に至ったという

ことでございますが、この後、地元に入りました中で、その所有者の方々の意識、ここが空き家
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という、その概念をお持ちでないというふうなことで、私どもの考え、また、商工会の当初の考

えと、やはり乖離しておるということで、平成２６年度の空き家の手を挙げていただく取り組み

については、平成２６年度については、今回は断念をさせていただいたということでございます。

しかしながら、平成２７年度、現在、民間の方々の手によって空き家というような形ではござい

ませんが、民間の住居の隣の工場、そういったところの利用、そういったムードも起こっておる

ことも事実でございまして、そういった民間の活動にも、今後、期待していきたいということで

ございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） 事情もお聞かせいただいたんですが、これはもともと、どこに委託をする予定で

課長、考えられたものなんですか。 

議  長（田博文） 小室商工観光課長。 

商工観光課長（小室光秀） まず、このデータベース化の事業の取り組む手法につきまして、簡単にご説

明をさせていただきますと、まず、空き家の所有者、ここが空き家バンクに登録をしていただく

と、そういったことを前提に、その後の図面化、そういったものをしていくという事業というこ

とでございまして、これにつきましては町内、また、関係する設計、１級建築士、そういった

方々に依頼をしたいというふうな考え方を持っておったということでございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） 今、お聞きしましたようにですね、これ生煮えの段階でスタートをしてですね、

そして、こういう結果になったと思っておりますが、やはり先進市町に学ぶということがですね、

少し、私は欠けていたんではないかなということと、それから、国のほうでも、この空き家の関

係では、昨年の秋の臨時国会で特別措置法ができましたね、そういうふうに考えますと、これは

単にちりめん街道ということにとどまらず、やはり町全体で、このデータバンクについても、こ

れから整備をしていく必要があるんではないかと思っておりますが、企画財政課長、その辺はど

うでしょうか。 

議  長（田博文） 植田企画財政課長。 

企画財政課長（植田弘志） 空き家の関係のご質問でございます。企画財政課のほうではちりめん街道だ

けではなしに、全体の空き家の調査を平成２７年度に実施しようとしております。その中でちり

めん街道の部分も一定程度、把握することになろうかと思います。これにつきましては今ちょう

ど各区さんに協力依頼をしようというところでございまして、最終的には、町としてはちりめん

街道も含めて全区、全町域的な空き家調査をしまして、その中で、一方は危険な部分と、それか

ら、移住、定住の関係の部分で利活用ができるというふうなところを仕分けしていきながら、空

き家の対策をしていきたいというふうに今は考えております。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） 今、企画財政課長からお聞きしましたように、ひとつ町全体で、私は、やはりこ

れは課題にしていくべきもんだと、こういうふうに思っておりますので、ひとつちりめん街道で

スタートした部分も含めながら十分検討していただきたいと思っております。 

それでは、もう１点ですね、商工観光課長にお尋ねしたいのですが、この商工会特別事業の補

助金ですか、１，１００万円の減額ですね、町長のほうから提案理由で、大体、聞いておるんで
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すが、もう少し、ここをお願いできませんか。 

議  長（田博文） 小室商工観光課長。 

商工観光課長（小室光秀） お答えいたします。この商工会の特別事業補助金の経過につきましては、本

年３月の補正予算でもって５，３００万円の補正予算をお世話になりました。その経過の中で、

これは地方創生版の交付金に基づいて行っているということでございますが、その後、企画財政

課、また、福祉課のほうの合意の中で、その財源のうち１，１００万円を平成２７年６月補正予

算でもってなされます第三子以降の保育料のほうに充当をされるということで、現行

４，２００万円の財源でもってプレミアム商品券事業を展開しておるということでございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） それでは課長、そのプレミアム商品券のことについて、少しお尋ねをしたいんで

すが、実は、この５月１３日にですね、この与謝野町振興商品券が発売をされまして、その結果

につきましては新聞で報道をされました。各近隣の市町が大体どのぐらいの額だったかというこ

とも、皆、この新聞で知ったわけでございますが、なぜ、一つは与謝野町が５０万円という突出

した金額になっておるのかと、例えば、これを二口お買いになりますと１００万円で２０万円も

うかると、こういうことで、一般町民の方から大変不満が出ておりまして、私どもにも何人の方

から、一体どうやっておるんだと、町はと、こういうふうにお叱りを受けておるんですが、そこ

のところは課長、それと、ついでに申し上げておきますと、例えば、全体に、私は配慮が足らな

かったと思っておるんですよ。例えば、発売日ですね、これが平日であると、しかも８時半から

でしたか、もうキャッシュカードで銭を出してというときには、もうあかんということですわ、

８時４５分にならんと金融機関は開きませんでね、そういうことなり、それから、水曜日という

ことで、今、申しましたような格好ですから、サラリーマンが買うことができないと、そういう

問題もあります。それから、これが年金月、４月、６月、８月、そうした月ですとね、老人の方

も参加ができるんですが、全く参加できないと、個人でお持ちの方は別ですけどね。 

そういう情報も、いろいろいただきまして、これでは国の交付金であっても税金を使ってです

ね、やるという意義が本当にあっておるのかどうか、それから、その商工振興に本当に、これは

役に立つということの何か確たるデータが出ておるのかどうかというところまで、私も問われて

おりまして、その辺も含めてですね、課長、私は全体としては配慮が足らなんだ、せんだっても

商工会の総代会では、近代にない快挙のようなご挨拶があったというふうに聞いておりますけれ

ども、私は、これはちょっと配慮が足らなんだなという気がしておりまして、とにかく京丹後市

が５万円や６万７，５００円、そのぐいの額から見てもですね、５０万円というのは突出しとる

というふうに一般の方はおっしゃるんですが、その辺はどうでしょうか。 

議  長（田博文） 小室商工観光課長。 

商工観光課長（小室光秀） まずもって、この与謝野振興商品券事業、この取り組みにつきましての結果、

これは結果ありきでございますので、こういった展開になりましたことにつきましては、この場

で住民の方々に、全ての希望者の方々の手に届かなかった、この部分につきましては、私のほう

も非常に遺憾だと思っておりまして、この場を持ちましておわびをさせていただきたいと思って

おります。 

そういった中で、この５０万円の規模、この部分につきましても非常に商工会のほうとも意見
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交換もさせていただいておったということでございまして、この規模の部分につきまして、先ほ

ど、簱議員がおっしゃられますように、他の自治体のですね、近隣の自治体の金額の中身と非

常に大きく開きがあるということも認識しております。そういった部分につきましても、もう少

し踏み込んで調査をし、そして、検討していくことを繰り返し、繰り返しやっていくことが、な

かなかできてなかったんじゃないかということにつきましても、あわせておわびをさせていただ

きたいと思っております。 

そのような中で、与謝野町につきましては３月の定例会でも申し上げましたですが、高齢者対

策、また、障害者の方々、その方々に対します予約先行の申し込みをお世話になっておりまして、

６５名、２，２６４冊、額面にしまして１，１３２万円の予約も頂戴はしたということは、現状

ございまして、そういった動きにつきましては何とかカバーできたんではないかなと、そういう

ふうに思っております。 

しかしながら、先ほどの消費喚起という、その概念についての部分につきましては、この

５０万円、これは先ほど申し上げました近隣の自治体、そことの非常に大きな開きがあるという

ことと。また、水曜日からの販売にしたスタート、そこの仕掛けの部分につきましても今後、商

工会のほうともきっちりと検証し、今後の展開に生かせればなと、そういったことで反省を常に

しておるということが現状でございます。 

議  長（田博文） 簱議員。 

１ ４ 番（簱 毅） 課長のほうからお聞きしまして、その経過は一定理解は、これはしたいと思って

おるんですが、しかしながら、これがやはり国の交付金であっても、税金で、これを何とか町の

活性化につないでいくということでございますので、金のある人だけが優遇されるというシステ

ムはですね、ちょっと私はいかがなもんかなというふうに思っておりまして、これから、今回の

反省を踏まえながら商工業の振興にですね、また、全体的に役立つように、いろいろ考えていた

だきたいと思っておるんですが、町長、このことにつきましては、私は、ちょっと５０万円は過

ぎたと思って、町長は、どういうご意見をお持ちでしょうか。 

議  長（田博文） 山添町長。 

町  長（山添藤真） 先ほど、商工観光課長が申し上げましたように、与謝野振興券の発行につきまし

ては、全体的な配慮が十分ではなかったという点については、私自身も反省をしなければならな

い点だというように思っております。 

しかしながら、私たちが３月の補正予算の議論の中でご提案をさせていただいていた点で近隣

自治体との相違があることにつきましては、この商品券事業を行っていくに当たり、各種商店さ

んたちだけではなくて、例えば建築業、そうした業種を広げていく必要があるだろうという部分

がございました。そうした中で金額も５０万円という上限を設けたわけでございましたし、私ど

もも当初の見込みからすると非常に驚いたというのが現状でございました。一日終わるまでに完

売をしたということだったんですけれども、当初の予定では、そこまでの需要はないだろうとい

う見込みだったということもございますので、こうした見込み等が非常に甘かったという点も反

省するべき点であるというように思いますが、先ほど申し上げましたように、５０万円の意図と

いいますのは、幅広い業種の皆様方にかかわっていただきたいという思いがあったということだ

けは申し添えておきたいというように思います。 
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１ ４ 番（簱 毅） 終わります。 

議  長（田博文） ここで１１時１５分まで休憩します。 

（休憩 午前１１時０６分） 

（再開 午前１１時１５分） 

議  長（田博文） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

ほかに質疑はありませんか。 

渡議員。 

４  番（渡貫治） それでは、中学校改築の関係で少しお聞きしたいと思います。 

今回、中学校施設整備事業で、監理委託料６９４万１，０００円が減額になりました。この監

理は、どこに委託されて、幾らで契約されたか、教えてください。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 

教育次長（小池信助） お答えいたします。これにつきましてはキタイ設計という会社に委託しておりま

して、契約金額につきましては、出来高で申し上げますと、平成２６年度につきましては

２４３万円ということでございます。 

複数年にわたっての契約内容になっておりまして、全体契約は、ちょっとお時間をいただきた

いと思っておりますので、よろしくお願いします。 

議  長（田博文） 渡議員。 

４  番（渡貫治） つきましては、最初、平成２６年７月１１日、中学校改築工事、流会しました。

その後、建設のほうで、委託関係で平成２６年与謝中第３号で、これも流会をいたしました。副

町長のところでございます。 

そして、このたび中学校の契約が、改築工事がなされました。しかしながら、この監理のほう

の入札は行われておりません。これは随時契約ですか、大きな金額になると思いますが、どのよ

うに私どもは思ったらよろしいか、そこをちょっと教えてください。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 

教育次長（小池信助） お答えいたします。監理委託契約につきましても、入札して落札されたのがキタ

イ設計ということでございます。 

契約案件として出てないということです。 

議  長（田博文） 渡議員。 

４  番（渡貫治） この入札の顛末書を一通り見させていただいておるわけでございますが、この監

理につきましての入札関係は上がってきてないんで、ちょっと私は不思議に思ったんですが、ま

だ、委託関係は建設課のほうですので、ちょっとまた、お聞きしてもよろしいと思います。確認

したいと思います。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 

教育次長（小池信助） 大変申しわけございません。この監理委託料につきましては、委託契約でござい

ますので、議会に付すべき案件ではないということで上程はさせていただいておりません。 

議  長（田博文） 渡議員。 

４  番（渡貫治） つきましては委託、大きな２０何億円も監理設計の委託でございます。それが委

託であるから議会に報告しない。しなくてもよい。そして、この前の今回、大きな減額が出てき



－24－ 

ました、６９４万１，０００円です。このような数字が出てくること自体、おかしいじゃないで

すか。私は、そのように思っておりますが、もう少しきちんと教えてください。 

議  長（田博文） 暫時休憩します。 

（休憩 午前１１時２２分） 

（再開 午前１１時３３分） 

議  長（田博文） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

小池教育次長。 

教育次長（小池信助） すみません。貴重なお時間を頂戴しまして申しわけございません。まず、私のほ

うからは加悦中学校改築工事監理業務に係ります全体の契約額を申し上げさせていただきます。

全部で、業務委託料としまして４，１０４万円となっております。そのうちの平成２６年度分が、

先ほど申し上げた金額でございます。 

お尋ねの件につきましては、建設課長のほうから答えさせていただきますので、よろしくお願

いします。 

議  長（田博文） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） 入札の関係でございますので、私のほうからお答えをさせていただきます。今、

議員の資料を見させていただいておりまして、先ほどもございましたように、第１回目の入札会

のときに、工事の部分は額が合わないということで流会をさせていただいております。ただ、そ

のときに本来でしたら監理業務の入札もするということでございましたので、業者のほうからは

札をもらっています。本件の今の工事の部分が流会をしましたので、今、議員のほうの加悦中学

校改築工事の工事の関係については流会ということになっておりまして、業務のほうも流会とい

うふうに書いてございますけれども、本来は、その流会というふうなことが間違いでございまし

て、いわゆる保留扱いをさせていただいておるというのが今の実態でございます。 

したがいまして、次に改めまして工事のほうの入札会をさせていただきましたので、そのとき

に業者が決まりましたので、最初の入札会のときには保留をさせてもらった部分について、その

金額で契約をさせていただいたということでございまして、今、総務課のほうから議員、皆さん

のほうにわたっておる資料の中で第１回目の、今の入札会のときに工事の部分は流会、それから、

委託の部分についても流会というふうに書いてございますけれども、それは流会ではなしに保留

というのが本来のあり方だろうというふうに思っております。そこの部分が我々のほうにも、そ

の部分の資料もございませんし、ちょっと我々で時間が要しまして大変申しわけございませんけ

れども、そういうふうな扱いをさせていただいておるという内容でございます。申しわけござい

ません。 

議  長（田博文） 渡議員。 

４  番（渡貫治） 概略はわかったわけでございますが、今回、そのような形で保留という、当然、

それにつきましては入札の関係におきまして、総務課のほうから金額等が、また、上がってくる

関係になっておるわけですが、それが外れておったということであります。 

この設計にしましても、それから、監理にしましても同じ業者という形になってきております。

ここはいささか大変、今度、これからも上がってくる、改修のもんで上がってくるわけですが、

このキタイ設計、設計監理同等という形になってくると、また、無理な分が出てくるんじゃない
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かなと思っておるわけでございます。そのあたりはまた、考えていただきまして、次回としたい

と思います。終わります。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

塩見議員。 

１ ０ 番（塩見 晋） １点のみお伺いします。２５ページの有線テレビ施設整備事業であります。引き

込み工事委託料が減額になっておるわけですが、最初の予定よりも相当引き込みがなかったとい

うことになると思うんですが、最初の予定と実際に引き込まれて工事をした数とが、わかります

でしょうか。 

議  長（田博文） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをさせていただきます。この２５ページ、有線テレビ施設整備事

業１３の委託料、有線テレビ引き込み工事委託料につきましては、当初５０軒分を約５００万円

の当初予算を組みまして、さらに９月、足らないということで、同じく５００万円追加の補正予

算を組んでいただき１，０００万円という総事業費、原型となっております。今回、合わせて

１００軒のもくろみで予算計上させていただきました。そのうち新規引き込みにつきまして

１００軒のお家が６６軒ということになりました。また、同じくＯＮＵ、ＦＭ工事の取りつけ工

事も同じく６６軒、１００軒に対して６６軒という成果でございました。 

ただ、これまでインターネットを利用されていないお宅から、インターネットを新たに利用す

るというお宅につきましては、Ｄユニットという機械を設置することになっております。この機

器も当初といいますか、予算では１００軒見ておりました。実際には１１８軒ということで、こ

れについては当初よりも１８軒ふえております。総計いたしまして１，０００万円のうちで、こ

の１８０万円分の工事費が余ったと、残額となったというふうな状況でございます。 

議  長（田博文） 塩見議員。 

１ ０ 番（塩見 晋） かなり、そうすると平成２６年度は引き込み工事、それから、テレビを引いてい

ただいたところにネットも入ったという感じを今、お聞きしたわけですが、予定よりは若干少な

かったということですけども、さて、そこで今、昨年の暮れあたりからだと思うんですが、ＮＴ

Ｔさんが光ファイバーをされて、それのセールスを盛んにされておられます。岩滝地区が最初で、

その次が野田川地区、最後に加悦地区のほうのセールスが入ったと思うんですが、かなりという

か、相当熾烈なセールスでして、私のところにも三人来られました。電話が３回ありました。そ

ういうわけで、ＮＴＴさんも自分の外郭の会社を使って相当頑張ってやっておられるというふう

に思っておるわけですが、一説によると公人の人から聞くと、野田川の時分ですから、大体２月、

１月終わりか２月、３月かな、３月ごろでしたね、すみません。３月ごろだったと思うんですが、

大体、工事を１，２００ほどやらんなんのだというようなことをちらっと聞きました。そういう

わけで、これは契約をしてから実際に工事をされるまでには、やっぱりタイムラグがありまして、

一月半から二月ぐらいおくれてくるので、ＫＹＴのネット回線の解約というのは、そのぐらいず

れてくるわけで、また、これからもふえていくかなとは思うわけですが、以前、質問の中でも、

これでかなりのダメージを受けるんじゃないかなということも、この席で言いました。 

そういうわけで、今、町として、どのぐらい町に休止というのか、停止ですね、ＮＴＴにかわ

るからやめるというネット回線が、どのぐらいの届けが集まっているのかなというのがちょっと



－26－ 

気になりますので承っておきたいと、このように思いますが、いかがでしょうか。 

議  長（田博文） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをさせていただきます。ただいま塩見議員、ご指摘のとおり、こ

とし１月ごろからＮＴＴフレッツ光が、いよいよ与謝野町地域にも入ってまいりました。特に料

金的には、比べますと、与謝野町有線テレビと、ほぼ変わらない、あるいは向こうのほうがプロ

バイダー料金が別個になりますので、少し高くなるということでございますが、ＮＴＴの家庭用

電話とのセットをしますと、ＩＰ電話でしたら５００円プラスで利用ができると、従来の

１，６００円ぐらいの基本使用料が５００円になるというふうな、いわゆる一体型のセールスで、

加入者がふえておるというふうに聞かせていただいております。 

その結果を数字的にお知らせさせていただきますと、ことし１月が、例えばＢプラン、テレビ

とネット利用者からテレビだけの利用に変更にしますというお宅が２３軒ございました。２月は、

同じく、その状態の方が６２軒ございました。３月は６８軒ということで、２月、３月で考えま

すと１３０軒の方がＢプランからＡプランに移られたということで、多分、これらの数字がＮＴ

Ｔさんのほうにかわられたというふうに考えております。 

ちなみに、４月に入りまして、４月一カ月では７４軒ということで変更があっております。た

だ、全体の、平成２６年度全体で申しますと、加入者の方もかなりございましたので、差し引き

いたしますと全体的では１０５軒の減少というふうになっております。以上、数字的なことであ

りましたけども、終わります。 

議  長（田博文） 塩見議員。 

１ ０ 番（塩見 晋） ありがとうございます。今、お聞きした数字が３月までということで、それ以降、

このあたりは、恐らく岩滝地域じゃなかったかなというふうに思うんですが、それ以降、かなり

の数、先ほどもかなり大きな数を言いましたが、ふえてきているんじゃないかなというふうに思

っております。これは推移を見ておらんと、どうしようもないわけですが、何か打てる手がなか

ったんかなというふうに思ったりもするわけですが、それはまた、行政のほうで考えていただか

んなんとは思うんですが、ここが減っていくと、はっきり言って光ファイバー回線の一番のドル

箱だったわけですから、町にとっては、非常に単独で計算すると経営的に苦しくなって、基金の

積み立ても、恐らくできないようになってしまうんじゃないかなというふうに思ったりします。 

先ほどおっしゃったように、若干ＮＴＴのほうが高くなるといいましても、以前にＫＹＴが、

よく切れたことがあって、そのことをＮＴＴのほうも、こういう事故がよくあっとるから、ＮＴ

Ｔは、そういうことはないよというようなことも、かなり売りにしながらやっておられまして、

過去のことを言っても仕方ないんですけれど、そういうことも影響してかわっておられるのかな

と思うんです。 

一番心配するのは、ＮＴＴにかわったけど、やっぱりＫＹＴにというふうに思われる方がおら

れても、これまた、携帯電話と一緒で２年間の契約をしておられまして、基本の。やめるなら

２万円出さんなんとかいうような形になりまして、なかなか戻ってもらうということが難しいと

いうふうに思います。そういうわけで、かなり契約も進んでいっておるとは思うんですが、与謝

野町としてもお得になるような、今よりお得になるような方法を少しは考えて、また、ＰＲしな

がらですね、残ってもらうということを考えてもらう。また、それから、少なくなっていくと、
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回線はふやしたところですけども、先さんとの契約も、どういうふうになっているかわかりませ

んが、また、考えていってもらわんなん事態も起きるかなと、このように危惧をしております。 

数字的なことを聞きましたので、質問については、これで終わります。ありがとうございまし

た。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５２号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５２号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝野町一般会

計補正予算（第７号））は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第１０ 議案第５３号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝

野町簡易水道特別会計補正予算（第４号））を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５３号の平成２６年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算（第

４号）について、ご説明をいたします。 

この補正は、３月３１日で専決処分をしたものでございます。今回の補正は３６０万円を減額

し、総額を７億４，８２７万９，０００円としております。 

まず、歳出からご説明を申し上げます。１３、１４ページをお開き願います。第３款改良費は

事業精査によりまして、総額で３５８万５，０００円を減額しております。第５款予備費は１万

５，０００円減額し、調整をいたしております。以上が、歳出でございます。 

次に、１１、１２ページの歳入について、ご説明をいたします。第９款町債は、各工事請負費

の請負実績により追加、あるいは減額をし、総額で３６０万円を減額しております。なお、６ペ

ージに第２表地方債補正を計上し、同額を変更しております。 

以上が、平成２６年度与謝野町簡易水道特別会計補正予算（第４号）の概要でございます。ご

審議の上、ご承認をいただきますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 
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討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５３号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５３号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝野町簡易水

道特別会計補正予算（第４号））は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第１１ 議案第５４号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝

野町下水道特別会計補正予算（第３号））を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５４号の平成２６年度与謝野町下水道特別会計補正予算（第

３号）について、ご説明をいたします。 

この補正は、３月３１日付で専決処分をいたしたものでございます。今回の補正は

３，７５０万円を減額し、総額を１６億６，１８８万９，０００円といたしております。 

まず、歳出からご説明を申し上げます。１３、１４ページをお開き願います。第２款維持管理

費は宮津湾流域下水道排水負担金など、全て実績により公共、特環合わせて総額で３９７万

７，０００円を減額いたしております。第３款事業費、第１目公共下水道建設事業費は、工事請

負実績により公共、特環合わせて総額で２０２万２，０００円を減額をいたしております。第

２目流域下水道事業費についても、宮津湾流域下水道事業建設費負担金を実績により公共、特環

合わせて総額で３，１４２万円を減額いたしております。 

次のページであります第５款予備費は８万１，０００円を減額し、調整をいたしております。

以上が、歳出でございます。 

次に、１１、１２ページの歳入でございますが、第５款繰入金、第１項一般会計繰入金は、公

共、特環の収入見込みから総額で３８０万円を減額しております。第８款町債は、第１節公共下

水道事業債及び第２節流域下水道事業債を実績により、総額で３，３７０万円を減額しておりま

す。 

なお、６ページに第２表地方債補正を計上し、同額を変更しております。 

以上が、平成２６年度与謝野町下水道特別会計補正予算（第３号）の概要でございます。ご審

議の上、ご承認をいただきますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５４号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５４号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝野町下水道

特別会計補正予算（第３号））は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第１２ 議案第５５号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝

野町介護保険特別会計補正予算（第５号））を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５５号の平成２６年度与謝野町介護保険特別会計補正予算（第

５号）について、ご説明をいたします。 

この補正は、３月３１日付で専決処分をしたものでございます。今回の補正は事業勘定のみの

補正でございまして２，９４６万８，０００円を減額し、総額を２６億９７９万４，０００円と

いたしております。 

それでは、歳出からご説明をいたします。１２、１３ページをお開き願います。第１款総務費、

第３項介護認定審査会費、第２目認定調査等費では、介護認定調査員賃金を実績により７０万円

減額いたしております。第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費から、次のページの第

６項特定入所者介護サービス等費までは、各種介護サービス給付費の実績見込みから総額で

２，８３３万７，０００円を減額しております。第３款地域支援事業費、第２項包括的支援事業、

任意事業費は事業実績により、総額で７０万円を減額しております。第８款予備費は２６万

９，０００円追加をし、調整をしております。 

次に、１０、１１ページの歳入について、ご説明をいたします。第３款国庫支出金は調整交付

金を交付決定に伴い４１５万７，０００円追加しております。第７款繰入金の一般会計繰入金は

各保険給付費や介護予防事業、包括的支援事業、任意事業の実績に伴い負担割合により総額で

３６２万５，０００円減額しております。なお、本来ですと、国庫負担金、支払基金交付金、府

負担金とも負担割合に応じて減額となるところですが、既に交付決定がされておりますので、既

収入特定財源となるため、平成２７年度において返還することとなります。第７款繰入金、第

２項基金繰入金、第１目介護保険事業基金繰入金は、収支見込みから３，０００万円を減額して

おります。 

以上が、平成２６年度与謝野町介護保険特別会計補正予算（第５号）の概要でございます。ご

審議の上、ご承認をいただきますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 
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これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５５号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５５号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝野町介護保

険特別会計補正予算（第５号））は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第１３ 議案第５６号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝

野町国民健康保険特別会計補正予算（第５号））を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） 議案第５６号の平成２６年度与謝野町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

について、ご説明をいたします。 

この補正は３月３１日付で専決処分をいたしたものでございます。今回の補正は、事業勘定の

補正では４，８８５万８，０００円を減額し、総額を２７億９，５２９万８，０００円としてお

ります。また、直営診療所勘定は、歳入のみの補正で総額に変更はございません。 

まずは、事業勘定の歳出からご説明をいたします。１４、１５ページをお開き願います。第

２款保険給付費、第１項療養所費から次のページの第５項葬祭諸費までは、全て給付実績による

調整で保険給付費総額で４，５８１万７，０００円を減額しております。 

次に、１８、１９ページの第８款保健事業費、第１目特定保健審査等事業費は、健康診査委託

料を事業実績により２５０万円を減額しております。第２款予備費は１００万９，０００円を追

加し、調整しております。以上が歳出でございます。 

次に、歳入について、ご説明をいたします。１０ページ、１１ページをお開き願います。第

１款国民健康保険税は、滞納繰越分の収納見込みが全体的に増収となり、国民健康保険税全体で

１，１６５万３，０００円追加しております。第４款国庫支出金、第１項国庫負担金及び第２項

国庫補助金につきましては、交付決定、概算交付により追加、あるいは減額をするもので、総額

で１７５万２，０００円を追加しております。第５款療養給付費交付金は退職被保険者等療養給

付費交付金を交付決定により、総額３，８９６万９，０００円を減額しております。 

次のページでございます。第７款府支出金、第２項府補助金は普通財政調整交付金を療養給付

費の実績から４，１４８万円を減額するほか、特別調整交付金を交付決定により５，７３５万

８，０００円追加しております。第８款共同事業交付金は第１節共同事業交付金を交付決定によ

り総額１，９６４万９，０００円を減額しております。第１０款繰入金、第１項一般会計繰入金

は療養給付費の実績及び収支見込みから総額９８３万５，０００円減額しております。第２項基

金繰入金は財政調整基金の繰入金を１，０００万円減額をしておりますが、４，０００万円は繰

り入れたままの状況でございます。一般会計繰入金、財政調整基金繰入金ともに減額をしており
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ますが、多額の繰り入れを行っていることにかわりなく、以前から申し上げておりますように非

常に厳しい財政状況でございます。以上が、事業勘定でございます。 

次に、直営診療所勘定について、ご説明をいたします。２４、２５ページの歳入をお開き願い

ます。第１款診療収入、第１項外来収入は収入見込みにより３１２万円追加をしております。第

２款サービス収入は訪問リハビリ事業を昨年度に引き続き休止したことから、総額１１２万円減

額をいたしております。第５款繰入金、第１項繰入金、一般会計繰入金は収支見込みから

２００万円を減額しております。 

以上が、平成２６年度与謝野町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）の概要でございます。

ご審議をいただき、ご承認を賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５６号を採決します。 

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立全員） 

議  長（田博文） 起立全員であります。 

よって、議案第５６号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度与謝野町国民健

康保険特別会計補正予算（第５号））は、原案のとおり承認することに決定しました。 

次に、日程第１４ 議案第５７号 与謝野町立加悦中学校改築工事請負契約の変更についてを

議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

山添町長。 

町  長（山添藤真） それでは、議案第５７号 与謝野町立加悦中学校改築工事請負契約の変更につい

て、その提案理由をご説明をいたします。 

この議案は、第６０回平成２６年１０月議会臨時会において議決をされ、締結をいたしました

与謝野町立加悦中学校改築工事請負契約の変更を提案させていただくものでございまして、工事

費を２，３１１万５，２４０円増額をさせていただくものでございます。 

変更の内容としては、体育館１階の教室への衝撃音を軽減するための体育館アリーナ床の制振

ダンパーの追加と、柔剣道場及びランチルーム天井の耐震天井への変更によるものでございます。 

詳細につきましては、教育次長から説明をさせますので、よろしくご審議をいただきまして、

ご承認をいただきたいというように思いますので、よろしくお願いいたします。 

議  長（田博文） 小池教育次長。 

教育次長（小池信助） それでは、議案第５７号の変更の詳細につきまして、ご説明を申し上げます。 
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当初設計からの変更点につきましては、１点目に体育館２階アリーナ床の下地を制振ダンパー

つきの下地に変更するものでございます。当初予定しておりましたアリーナ床の下地につきまし

ては、日本建築学会が示している建築物の遮音性能基準によります一般的な性能水準で施行する

予定でございました。しかし、２階アリーナ部から音が１階部に、どのような影響を与えるのか

につきましては、設計段階から苦慮していたところでございまして、実施に当たりましては再度

調査をするということとしておりました。近隣の市町の類似体育館を視察し遮音状況の確認をさ

せていただきましたところ、建築学会が推奨する好ましい性能水準で設計されており、実際に

２階アリーナでバスケットボールの練習中にもかかわらず、１階の会議室には影響がほとんどな

いというようなことを確認することができました。 

加悦中学校の体育館につきましても、同様に遮音性能の水準を上げることによりまして、２階

アリーナ使用時でも１階の授業に支障が出ないよう一般的な床下地から制振ダンパーつきの床下

地に変更するものでございます。 

２点目は、体育館１階の柔剣道場とランチルームの天井につきまして耐震天井に変更するもの

でございます。当初、予定しておりました柔剣道場とランチルームの天井につきましては、国土

交通省が示した、高さが６メートルを超え、かつ水平投影面積が２００平米を超える脱落によっ

て重大な危害を生ずるおそれがある天井、いわゆる特定天井には該当しないと、建築確認申請に

おいても判断されておりました。しかしながら、文部科学省から公立及び国立学校施設における

天井等落下防止対策の一層の推進についてという通知が出されておりまして、これには高さが

６メートルを超えるか、もしくは、または水平投影面積が２００平米を超える天井につきまして

は、速やかに耐震対策を行わなければならないということが判明したものでございます。この特

定天井の対象となる国土交通省と文科省の基準の違いによりまして、柔剣道場とランチルームの

天井について耐震対策を施す必要が生じたため耐震対策型の天井に変更するものでございます。 

具体的な金額、財源につきましてはお手元にお配りしております議案資料にお示ししておりま

すので、ごらんくださいますよう、お願いします。以上、簡単にご説明申し上げましたが、よろ

しくご審議の上、ぜひともご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

議  長（田博文） これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

渡議員。 

４  番（渡貫治） それでは、先ほどに続きまして失礼いたします。 

このたび２，３１１万５，２４０円の追加発注となります。このキタイ設計が最初に行いまし

た設計は、私どもの見る普通設計だと、自動車でいう普通設計でございます。ところが、このた

び２，３００万円の増加というものは特別発注となります。ということは標準的なものから格上

げをするということでございます。いろんな形において、これから標準なことで設計し、それか

ら、建物を建てていく、施工していくという中におきまして、特別設計を持っていくということ

は、これだけにおさまらないのじゃないですか。そこだけ立派なものをこしらえても、何もなら

ないんじゃないですか。既に、もう標準設計として生きているものを、今に２，０００何万円も

かけて、まだ、よくして、そしてやっていく。その一つにつきましては理解もできますが、また、

その一つだけでは新しい特別設計のほうに持っていくというようなことは全体に及ぶと私は考え
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ます。よって、あくまで、これは標準設計は標準設計でいけるものですから、やっていただきた

いと、このように思っております。 

先ほど説明いただきました内容につきましても、設計者と監理者が同一であります。というこ

とは既に設計の段階から、このようなことが計画をなされておった。しかしながら、金額の関係

で少しでも落としていきたい。途中から上げる変更予算の関係が、私は出てきたと考えておりま

す。よって、標準設計であるということは、きちんとあくまで悪いもんじゃないんですから、そ

れに向かってやっていただきたいと思うのですが、そのあたりはどうでしょうか。 

議  長（田博文） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） 私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。先ほど次長のほうが申し

上げましたように、平成２３年３月に東日本大震災がございました。それ以前にも中越地震だと

か、そういうふうな地震がございまして、いわゆる今、先ほど次長のほうが申し上げました特定

天井の部分につきましては、文科省のほうからは、そういうふうな、例えば、屋内運動場だとか、

プールだとか、そういうところの部分が、どうしても地震で弱いというふうなことから国土交通

省よりも上の基準で文科省のほうは、そういう通達を出しておりましたので、今回、その部分が

実際に確認申請をする段階では、国土交通省の基準を持って確認申請を受けておりますので、オ

ーケーだというふうに思っておりましたけれども、文科省のほうから、そういうふうな通達が出

ておりまして、平成２７年度中には、そういうふうな屋内運動場の特定天井の部分については、

対策をとりなさいというふうなご指導はいただいておりますので、その部分に変更させていただ

いているということでの、内容でございますので、確かに議員おっしゃることもよくわかります

けれども、今後、それが標準になってくるわけでございますので、その点については、どうして

も、そのような文科省の基準でやらなければならないと。また、これは文科省の補助金を使わせ

ていただいておりますので、そういう意味からも、今回の部分につきまして変更させていただき

たいなというふうにご提案をさせていただいておるというふうな内容でございます。 

何とぞ、ご理解がいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

議  長（田博文） 渡議員。 

４  番（渡貫治） 今、説明をいただきましたですが、では、今までの設計どおりのもんでは通らな

いと、そのように理解したらよろしいんですか。 

議  長（田博文） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） 今回の部分は構造が、１階が、例えば今のおっしゃっていたように柔剣道場だと

か、ランチルームだとか、それから、２階がアリーナの、いわゆる体育館使用となってくるとい

うことでございまして、そういうふうな体育館が今回、初めて与謝野町内で、そういうふうな体

育館ができておるというふうな内容でございます。さっきも言いましたように、国土交通省の基

準でいけば、それでよいわけですけれども、これは文科省の基準の建物でございまして、そこの

部分で文科省のほうが、そういう基準を一つ、国土交通省よりもレベルを一つを上げるというこ

とになりましたので、今回、私どもにつきましても、それが文科省としての一つの基準だという

ふうに理解をさせていただいて、変更させていただいたというふうな内容でございます。 

議  長（田博文） 渡議員。 

４  番（渡貫治） この天井につきましても、床につきましても、これは東北の震災等で揺れて落ち
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てきた、地震等でも、前からわかっておったわけでございます。ただ、それが文科省と国土省と

の関係で、このように言われるわけでございますが、既にわかっていて、もうその設計段階のと

きからわかっていたものを途中で、このように２，３００万円ほど上げるということでございま

すので、甚だ、私は納得しがたいと、このように思っております。生徒の安全のためには、それ

も仕方はないかなとは考えるものでございますが、途中での十分に考えていただきたいと思いま

す。終わります。 

議  長（田博文） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（田博文） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。 

これより議案第５７号を採決します。 

本案については、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立多数） 

議  長（田博文） 起立多数であります。 

よって、議案第５７号 与謝野町立加悦中学校改築工事請負契約の変更については、原案のと

おり可決することに決定しました。 

以上で、本臨時会の日程は全て終了しました。 

これで、第６４回平成２７年５月臨時会を閉会します。 

ご苦労さんでした。 

（閉会 午後 ０時１９分） 
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